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8
C.C.W.Taylor教 授 講 演 会

Aristotle on Eudaimonia

開催日　2007年11月5日

企画班　論理・情報班

企画者　納富信留

講演者 　 C.C.W.Taylor(オ ックス フ ォー ド大 学 名 誉 教 授)

 ク リス トフ ァー ・テ イラー 教授 は 、古 代 ギ リシア

哲 学 の研 究 にお いて長 年 世 界 を リー ドされ て きた オ

ク.スフ ォー ドの碩 学 で、 原.r論 者 、 ソ クラ テス 、 プ

ラ トン、 ア リス トテ レスにつ いて代 表 的 な研 究 書 を

出版 され て いる。 これ まで 韓 国 で 講演 す る機 会 を も

って お られ たが 、.今回 はそ の折 にLI本 に も足 を延 ば

して い た だ き、.東京 で の 初 講 演 とな っ た。 主 題 は

「ア リス トテ レスの エ ウ ダイモ ニ ア論 」 で 、20`Y,ほ

どの聴 衆 と活 発 な議 論 を交 わ され た。 特 に学 生 か ら

の 質 問 を求 め られ るな ど、 温 厚 な教 育 者 と して のお

人 柄 に も接 す るこ とが で きた。

 ア リ.ストテ レス 『ニ コマ コ ス倫 理 学 」 の 主題 であ

る 「エ ウ ダ イモ ニ ア」 通 常 「幸 福 」happiness

と訳 され るが 、 そ ういっ た近 代 語 訳 が もつ 問 題性 も

指 摘 され た  の 理 解 は 、 そ れが 様 々 な善 き ものの

総 合 で あ るか 〔inclusive>、 単 一 の 善 を専 らに 目指

す ものか(dominant)で 、研 究 者 問 の論 争 が続 い

て きた、、テ イラー 教 授 は 、議 論 の流 れ を慎 重 に分析

され なが ら両 解 釈 を調 停 し、 ア リス トテ レス倫 理 学

の全 体 像 を 『政 治 学 』 も射 程 に入 れ なが ら示 され

た。 と りわ け興 味 深 か っ た の は、 「フ ロ ネ ー シス」

(賢慮)に 二重の重要な役割を見る解釈で、バラン

スのとれた刺激的な読み筋に視野を啓かれた。

 講演会では、乎前にペーパーを配布できなかった

ため、綿密な議論に対 して詳細に1/ち 入った質疑

ができなかったことがやや残念ではあるが、古代ギ

リシアの専 門研究者だけでなく、隣接分野の方々

や学部学生からも大 きな.文脈で疑問を提示していた

だき、楽 しく有意義な議論ができた。主催者 として

感謝申し上げたい。        (納富信留)
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